
一般社団法人 日本パブリックアフェアーズ協会は、2021年3月23日に衆議院第一議員会
館で開催された「中小企業の生産性革命を実現する議員連盟」の第2回総会（橋本岳会長）
へ協力団体として出席しました。

昨今の新型コロナウィルス感染症は我が国の経済界に多大なダメージをもたらすと共に、
テレワークやそれに伴うICTツール導入は急速に普及しており、また今後、数年ごとに起こ
るであろう、こうした天災・パンデミックに備えること、すなわち、一時的な対応ではなく、
企業の在り方の抜本的な変革が中小企業にも求められています。

今回は特に新型コロナウィルス感染拡大を機に新たな働き方の一つとして注目を集め、発
注企業と受注者（個人）が共に増加しているクラウドソーシング（インターネット経由で仕
事の受発注を完結できる仕組み）をはじめとし、働く環境のDXを推進する「WorkTech
（ワークテック）」と、それにより相乗効果が大きく期待される「フリーランス（場所や時
間にとらわれない自由な働き方）」の活用を推進するための政策について議論しました。

本会では、有識者として当協会理事である慶應義塾大学大学院経営管理研究科の岩本隆特
任教授が「ポストコロナ社会におけるニューノーマルな働き方～『WorkTech×フリーラン
ス』がもたらす潜在的労働力活用と経済成長～」をテーマに講演。さらに、クラウドソーシ
ング仲介事業者から潜在的フリーランス活用の仕組みや諸課題・要望の発表と、中小企業で
のクラウドソーシング活用事例が発表されました。その後、出席議員からの質疑応答では、
省庁横断的に活発な議論が行われました。

本議員連盟では、さらなる中小企業の生産性革命を実現すべく、今回の新型コロナウィル
ス感染症においても浮き彫りになった諸問題の解決に向け、省庁の枠にとらわれない実効的
な政策を検討するとともに、必要な法制度改正も含めた骨太かつ大所高所の検討を行って参
ります。
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